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本
格
的
洋
算
教
育
の
嗜
矢

沼
津
兵
学
校
の
資
業
生
の
学
科
に
は
、
数

学
と
し
て
路
貨
（代
数
γ

幾
何
な
ど
が
定
め

ら
れ
、
日
本
古
来
の
和
算
と
は
違
う
西
洋
の

数
学
が
教
え
ら
れ
た
。
洋
算
の

一
部
は
江
戸

時
代
に
既
に
中
国
経
由
で
伝
え
ら
れ
た
り
し

て
い
た
が
、
本
格
的
に
は
幕
末
の
洋
学
発
展

の
過
程
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

特
に
長
崎
海
軍
伝
習
所
に
お
い
て
初
め
て
系

統
的
に
教
授
さ
れ
た
と
い
え
る
。
沼
津
兵
学

校
で
は
、
塚
本
明
毅

・
赤
松
則
良

・
伴
鉄
太

郎
ら
長
崎
海
軍
伝
習
所
で
洋
算
を
身
に
付
け

た
教
授
た
ち
が
才
能
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

軍
事
技
術
の
基
礎
と
し
て
数
学
は
兵
学
校
の

必
須
科
日
だ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
資
業
生
か

ら
本
業
生
に
進
級
す
る
と
、
微
分

・
積
分
そ

の
他
さ
ら
に
高
等
数
学
が
教
授
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
た
。
沼
津
兵
学
校
は
、
我
が
国

に
お
い
て
本
格
的
に
洋
算
教
育
を
実
施
し
た

先
駆
的
な
学
校
と
い
え
る
。

数
学
教
科
書
史
上
の
傑
作

『筆
算
訓
蒙
』

明
治
二
年
九
月
に
沼
津
兵
学
校
が
刊
行
し

た
塚
本
明
毅
撲

『筆
算
訓
蒙
』
は
、
日
本
に

お
け
る
最
初
の
本
格
的
な
洋
算
教
科
書
と
い

兵 1 学
'台

数 は る 電 シ 呆
学 百 会 十 学

｀
ほ ロ テ は

校 十 ¬ 年 者 明 ど 本 数 式
関 四 東 に ・ 治 で 教 学 沼

ほ 附 讃 に 名 で る こ
｀
に

か 属 さ こ 教 あ L° ろ た よ｀ノ
lヽ れ の 不斗 つ フ の ん れ

全 学 て 書 書 た 筆
｀
な ば

係
者
で
あ

っ
た
。
塚
本
明
毅

・
永
峰
秀
樹

・

中
川
将
行

・
荒
川
重
平

・
真
野
肇

・
山
本
淑

儀

・
榎
本
長
裕

・
海
津
三
雄

・
堀
江
当
三

・

伊
藤
直
温

・
伴
鉄
太
郎

・
赤
松
則
良

・
神
保

長
致

・
古
谷
弥
太
郎

・
宮
川
保
全

・
矢
田
堀

鴻

・
岡
敬
孝
ら
で
あ
る
。
特
に
中
川
と
荒
川

の
二
人
の
海
軍
教
授
は
、
和
算
の
封
建
制
を

強
く
批
判
し
、
数
学
の
産
業
技
術
面

へ
の
実

用
性
を
強
調
し
、
用
語

・
記
号
の
統

一
や
数

学
書

の
左
起
横
書
き
を
最
初
に
実
践
し
た
こ

と
で
、
数
学
史
上
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

応
用
諸
分
野

へ
の
貢
献

基
礎
学
科
と
し
て
の
数
学
に
優
れ
て
い
た

沼
津
兵
学
校
か
ら
は
、
測
量

・
工
学
な
ど
の

応
用
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
も
多
く
出
た
。

地
元

へ
の
影
響

沼
津
兵
学
校
が
廃
止
さ
れ
た
後
も
、
地
元

に
残
さ
れ
た
附
属
小
学
校
の
後
身
集
成
合
で

は
、
兵
学
校
以
来
の
優
れ
た
洋
算
教
育
が
行

わ
れ
、
『代
数
要
領
』
の
よ
う
な
教
科
書
を
出

版
し
た
ほ
ど
で
あ
り
、
同
時
期
の
地
方
小
学

校
に
は
稀
有
の
存
在
で
あ

っ
た
。

爆
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な
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紙
曇
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編 著 訳 者 名室
日 発 刊 年

塚 本  明  毅撲
〃  校正
松  則  良閲
保  長 致訓点
〃    訳
〃  編纂
本  長  裕著
〃    閲
〃    編
田  昌  邦訳
〃   訳
〃   訳
〃   訳
〃   訳
〃   訳
〃    訳
〃    編
〃    編
峰  秀  樹著
川  将  行訳
〃   著

水

中

中 り||・ 荒 り|1重 平訳

中 川・吉 田 泰 正訳

中 り||。 真 野  肇編
真 野・ 岡  敬 孝編
真  野   肇編輯

〃    訳
〃    訳

真野・遠藤政之助編

真野・宮 田燿之助編

〃    編
〃    編
〃    編

大平俊章・愛知信元編

宮 川 保 全・愛 知編

塚原靖・武藤重之編

神 津 道 太 郎 訳

″   訳
〃    編

宮 り|1保 全・神 津編

倉 林 五 郎・ 岡 田正

宮  川  保  全訳
〃   訳

大 森 俊  次編纂
大森・谷田部梅吉 訳

古 谷 弥 太 郎 編

赤

神

榎

山

著

訳

編

編

筆 算 訓 蒙

代 数 学
代数学用法 (中村六二郎訳 )

代 数 術
算 学 講 本

三 角 術
幾 何 全 書

代数要領・代数要領答式

陸軍大学校講本算学教程

幾 何 学
幾何学実用

代数学教授書

小学幾何画法 (赤松則良閲 )

小学暗算書

英和数学辞書

小学対数表

小学幾何初歩 (赤松則良校 )

新撰幾何画法

筆算教授書

三 角 法
平面三角術教科書

孤三角術教科書
ロック初等平崚i三角術

幾 何 問 題

幾 何 問 題 解 式

三 角 法
筆 算 全 書

筆算詞1蒙解

立体幾何学教授書

ウキルソン平面幾何学

ウヰルソン立体幾何学

理論応用中等算術

理論応用中等幾何学

代数学教科書

平面幾何法

新編代数学

新編平面三角法教科書

筆算教授次第

小学筆算教授書

算 海 方 針

筆 算 摘 要

続筆算摘要 (宮川校・榎本閲 )

小学用算術書

尋常小学珠算提要

数学提要

幾何新論 (榎本長裕校 )

代数新論(  〃  )
三角新論(  ″  )
新編算術教科書

訓蒙代数学

明治新撰算法新書

算盤早伝授

明治 2～

明治 5

明治 5

明治 8

明治 9～ 13

明治 11

明治 7

明治 8～ 10

明治18

明治 5

Hll治 6

明治 7

明治 11

明治 11

明治 11

明治 17

明治 18

明治 20

明治10

明治 8

明治16

明治17

明治22

明治 7

明

'台

12

明治 9

明治 8

明治 8

明治 16

明治21

]目 ,台 22

明治25

明治 28～ 29

明治31

明治 32

明治43

大正 2

明治 7

明治21

明治 5

明治 8

明治 10

明治 17

明治 19

明治 ?

明治 9～ 10

明治10

明治 11

剛5'台 26

明治20

明治 11

明治 11
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Ｚ
主
・庄
屋
か
ら
戸
長

へ
‐
．戸誰
に
詳
―

明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
四
月
に
布

告
さ
れ
、
翌
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
戸
籍

法
に
よ

っ
て
、
静
岡
県

（伊
豆

・
遠
江

を
含
ま
な
い
）
の
場
合
は
八
十

一
区
に

分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
に
は
戸
長
・

副
戸
長
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

最
初
、
こ
の
八
十

一
区
と
戸
長
は
、
戸

籍
編
成
事
務
上
の
単
な
る
区
画
と
役
職

に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
五
年
九
月
以
降

は
行
政
区
画

・
行
政
担
当
者
と
し
て
の

性
格
を
備
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の

た
め
、
江
戸
時
代
以
来
の
村
々
と
名
主

（庄
屋
γ

組
頭
と
い
っ
た
村
役
人
は
廃

止
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
の
直
後
に
は
、
さ
ら
に
制
度
の
改

変
に
よ

っ
て
大
区

・
小
区
制
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
こ
こ
で
は
戸

籍
法
に
よ
る
最
初
の
八
十

一
区
と
そ
の

戸
長
に
つ
い
て
、
現
在
の
沼
津
市
域
の

場
合
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
沼
津
市
域

に
は
旧
幕
臣
移
住
者
が
多
か
っ
た
た
め
、

な
ん
と
戸
長
は
全
員
が
士
族
で
あ

っ
た
。

（
商
』
帥
［

つ 国
」
錦
」
に
嘲
鰤
た ．
「
）

■
第

一
区
■

一戸
　
長
　
松
尾
儀
二
郎
（士
族
）

副
戸
長
　
贄
川
直

一
郎
（長
沢
村
）

原
大
平
（大
平
村
）

鈴
木
新
平
（徳
倉
村
）

区
　
域
　
大
平

。
日
守

・
徳
倉

・
柿
田
・

湯
川

・
堂
庭

・
玉
川

・
久
米

田

・
畑
中

・
的
場

。
戸
田

・

長
沢

・
八
幡

・
伏
見

・
新
宿

■
第
二
区
■

一月
　
長
　
士
口
田
泰
門
（士
族
）

副
戸
長
　
植
村
七
十
郎
（獅
子
浜
村
）

古
屋
与

一
郎
（
口
野
村
）

区
　
域
　
士心
下

・
馬
込

・
獅
子
浜

・
江

ノ
浦

・
多
比

・
口
野

■
第
二
区
■

一層
　
長
　
星
野
虚
舟
（士
族
）

副
戸
長
　
一尚
木
幹
枝
（士
族
）

後
藤
四
郎
（下
香
貫
）

区
　
域
　
上
香
貫

・
下
香
貫

・
我
入
道
・

善
太
夫
新
田

■
第
四
～
十
二
区
■

省
略

（
現
在
の
長
泉
町

・
裾
野
市

・

御
殿
場
市

・
小
山
町
方
面
）

（

■
第
十
三
区
■

一戸
　
長
　
今
西
相

一
（士
族
）

副
戸
長
　
井
口
幹

一
郎
（上
石
田
村
）

江
藤
俊
平
（東
沢
田
村
）

区
　
域
　
日
吉

・
高
田

・
木
瀬
川

・
下

石
田

・
中
石
田

・
上
石
田

・

上
小
林

・
下
小
林

・
岡

一
色
・

岡
宮

・
東
熊
堂

・
西
熊
堂

・

東
沢
田

。
中
沢
田

・
西
沢
田
・

沢
田
新
田

■
第
十
四
区
■

一戸
　
長
　
坂
本
復
之
（士
族
）

副
戸
長
　
中
村
唯

一
郎
（士
族
）

和
田
惣
次
郎
（士
族
）

奈
佐
鉱
造
（士
族
）

区
　
域
　
沼
津
城
内

■
第
十
五
区
■

一戸
　
長
　
酒
井
泉
吾
（士
族
）

副
戸
長
　
坂
二
郎
（上
土
町
）

足
助
喜
平
（浅
間
町
）

区
　
域
　
沼
津
宿
本
町

・
同
上
土
町
・

同
三
枚
橋
町

■
第
十
六
区
■

一戸
　
長
　
大
塩
慎

一
（士
族
）

副
戸
長
　
増
山
源
七
郎
（松
長
村
）

土
屋
儀
二
郎
（大
諏
訪
村
）

区
　
域
　
今
沢

・
松
長

・
大
諏
訪

・
小

諏
訪

・
西
間
門

・
東
間
門

■
第
十
七
区
■

一層
　
長
　
小
林
昇
平
（士
族
）

副
戸
長
　
川
口
五
郎
作
（鳥
谷
村
）

深
沢
直
作
（東
井
出
村
）

区
　
域
　
束
椎
路

・
西
椎
路

。
東
原

・

鳥
谷

・
柳
沢

・
青
野

・
根
占

辱

・
東
井
出

・
西
井
出

。
東

平
沼

・
西
平
沼

・
石
川

・
船

津

・
西
船
津

・
境

■
第
十
八
区
■

一戸
　
長
　
近
藤
宗

一
郎
（士
族

副
戸
長
　
植
松
与
門
七
（原
宿

渡
辺
太
郎
作
（
原
宿

区
　
域
　
大
塚
町

。
原
宿

・

田

・
助
兵
衛
新
田

田

一
本
松
新

・
植
田
新

■
第
十
九
～
八
十

一
区
■

省
略

（
現
在
の
富
士
市
以
西
、
志
太

郡
ま
で
）

レ
落
体
■

ィ
分
ご́
風
た
，・―
夕
，

ュ
・
　
募考
詞
ふ
基

第十三区副戸長辞令

東沢田村の豪農江藤俊平のもの

(江藤昭二氏所蔵 )
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◎
い
よ
い
よ
開
幕
／

企
画
展

「沼
津
兵
学
校
」

８
月
１
日
か
ら
い
よ
い
よ
企
画
展
「沼

津
兵
学
校
～
そ
の
教
育
と
人
材
～
」
が

当
館
３
階
展
示
室
で
開
幕
し
ま
す
。

沼
津
兵
学
校
は
明
治
元
年
、
江
戸
か

ら
静
岡
に
移
住
し
た
徳
川
家
に
よ

っ
て

静
岡
藩
の
藩
校
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し

た
。
旧
幕
府
の
教
育
的
遺
産
を
受
け
継

ぎ
、
西
洋
の
学
問
の
新
し
い
取
り
入
れ

口
と
し
て
そ
の
高

い
教
育
水
準
を
誇
る

と
と
も
に
、
教
授
陣
や
生
徒
な
ど
か
ら

多
く
の
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

沼
津
兵
学
校
は
こ
れ
ま
で
の
常
設
展

示
の
中
で
も
乏
し
い
資
料
で
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
開
館
以
来
、
兵
学
校
関

係
者
の
子
孫
を
訪
ね
歩
く
な
ど
地
道
な

努
力
を
積
み
重
ね
た
結
果
、
多
く
の
新

し
い
資
料
や
情
報
を
発
掘
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
で
は
こ
う

し
た
研
究
成
果
を
展
示
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
展
示
会
を
記
念
し
て
刊
行
す

る
図
録

「
沼
津
兵
学
校
」
は
、
兵
学
校

関
係
者
の
写
真
な
ど
を
満
載
し
た
集
大

成
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◎
関
連
事
業

●
劇
映
画

「沼
津
兵
学
校
」
上
映
会

と
　
き
…
８
月
３
日
Ⅲ
午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ
…
沼
津
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

内
　
容
…
昭
和
１４
年
東
宝
作
品
　
今
井

正
監
督
　
黒
川
弥
太
郎
、
花
井

蘭
子
ほ
か
出
演

●
歴
史
講
座

「沼
津
兵
学
校
の
人
材
」

と
　
き
…
８
月
１０
日
か
ら
毎
日
曜
日

午
後
２
時
～
４
時
連
続
５
回

と
こ
ろ
…
明
治
史
料
館
講
座
室

日
程

・
講
師

・
演
題
…
別
表
の
と
お
り

受
講
申
込
‥
当
館
ま
で
電
話
に
て

●
図
録

「沼
津
兵
学
校
」
の
刊
行

規
格
…
Ｂ
５
判
　
８
ぺ
―
ジ

頒
価
…
未
定

◎
展
示
室
閉
鎖
に
つ
い
て

企
画
展
の
展
示
替
え
の
た
め
、
次
の

期
間
展
示
室
を
開
鎖

い
た
し
ま
す
。
な

お
、
月
末
日
を
除
き
図
書
室
、
資
料
閲

覧
室
は
平
常
ど
お
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

´

歴
史
講
座

「沼
津
兵
学
校
の
人
材
」
日
程

（会
場
…
明
治
史
料
館
講
座
室
）

８
月
１０
日
（
日
）

年
後
２
時
～
４
時

四
方

一
浙
氏
（国
士
館
大
学
教
授
）

８
月
１７
日
（
日
）

午
後
２
時
～
４
時

片
桐
芳
雄
氏
（愛
知
教
育
大
学
助
教
授
）

８
月
２４
日
（
日
）

午
後
２
時
～
４
時

金
原
宏
行
氏
（
浜
松
市
美
術
館
学
芸
員
）

８
月
３‐
日
（
日
）

午
後
２
時
～
４
時

和
田
　
守
氏
（静
岡
大
学
教
授

）

９
月
７
日
（
日
）

午
後
２
時
～
４
時

樋

口
雄
彦
　
（
明
治
史
料
館
学
芸
員
）

準
備
期
間
７
月
２５
日
０
～
７
月
３‐
日
囚

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

今
年
度
も
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
く
ず
し
字
の

解
読
に
は
じ
め
て
取
り
組
む
入
門
者
が

対
象
で
す
。
経
験
の
あ
る
方
は
自
主
学

習
会
で
あ
る

「
明
治
史
料
館
古
文
書

の

会
」

へ
の
入
会
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

と
　
き
…
Ｈ
月
２３
・
３０
日
、
１２
月
１４
・
２．
日

１
月
Ｈ

・
１８
日
各
日
曜
日
１４
～
‐６
時

と
こ
ろ
…
明
治
史
料
館
講
座
室

講
　
師
…
市
立
高
校
　
友
野
博
先
生

受
講
申
込
…
当
館
ま
で
電
話
に
て

◎
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

（敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
じ）

記
念
レ
リ
ー
フ

・
浮
島
出
張
所
長

（

平
沼
）

写
真
ほ
か

・
鈴
川
憲
二

（上

´

近
代
科
学
技
術

の
導
入
者

沼
津
兵
学
校

一
等
教
授
方

イ
ソ

ッ
プ
物
語

の
翻
訳
者

沼
津
兵
学
校

一
等
教
授
方

日
本
洋
画
の
先
駆
者

沼
津
兵
学
校
絵
図
方

日
本

の
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス

沼
津
兵
学
校
第
６
期
資
業
生

正
義
と
人
道

の
政
治
家

沼
津
兵
学
校
第
４
期
資
業
生

赤

松

貝1

良

渡

部

土
町
）

写
真
ほ
か

・
相
磯
金
弥

（茅

ヶ
崎
市
）

肖
像
画
ほ
か

・
矢
吹
克
英

東
京
都
）

書
額

・
間
宮
恒
夫

（横
浜

市
）

地
図

・
磯
貝
恵
子

（庄
栄
町
）

古
文
書

。
東
沢
田
自
治
会
　
書
軸

。
若

林

一
夫

（御
幸
町
）

古
文
書

コ
ピ
ー

・
青
木
健
彦

（下
石
田
）

銅
像
ミ
ニ

チ

ュ
ア
ほ
か

・
大
築
志
夫

（鎌
倉
市
）

占
文
書
ほ
か

・
芹
沢
正
久

（西
沢
田
）

い
た
だ
い
た
資
料
は
大
切
に
保
存
じ

今
後
の
館
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
６
号

獅
鰈
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
３７２
‐
‐

雪
〇
五
五
九
⑭
三
二
二
五

映画「沼津兵学校」から


